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　EBウイルスはヒトにバーキットリンパ腫、上咽頭
癌、胃癌、Bリンパ芽球増多症などいろいろな悪性腫
瘍を起こすことが知られている。ヒトへの感染はB細
胞においては細胞表面に発現している補体（C3d）レ
セプターであるCD21を介して行われる。　EBウイル
スによる悪性腫瘍の形成はB細胞以外のCD21を発
現しない細胞でも起こり、その感染経路は不明であ
る。
　我々は、これまで本総会において、細胞融合によっ
てCD21を発現しない細胞への感染が成立すること
を示してきた。
　今回、バーキットリンパ腫由来EBウイルス感染・
粒子非産生Bリンパ球細胞RajiまたはこのRajiに
P3HR－IEBウイルスを重感染させた粒子産生型Raji
細胞をドナーとし、EBウイルス未感染のヒト子宮頸
癌由来上皮細胞HeLaおよびヒト羊膜由来上皮細胞
FLをレシピエントとした混合培養により得られた
EBウイルス感染HeLa様細胞（HRN、　HRP）および
FL様細胞（FRN、　FRP）の染色体解析を試み、すでに
報告しているヒト胃癌由来の上皮細胞MKN28との
混合培養で得られたMcR－1細胞と比較検討した。そ
の結果、染色体感においてレシピエントのFLは68
～74、HeLaは78～84、ドナーのRajiは46、混合培養
により樹立されたMcR－1はドナーとレシピエントを
合わせた120であったが、HRNは73～85、他の3株
は66～75とレシピエントの染色体数とほぼ同数で
あった。また、これらはドナー側の多くの染色体が脱
落：していることが判かった。
【目的】異種の胸腺原基を移植されたヌードマウス
（TGヌードマウス）は、多臓器に臓器局在性の自己免
疫病を発症する。眼科領域では、ぶどう膜、角膜、涙
腺が障害される。このモデルマウスを用いて、自己免
疫性角膜炎の自己抗原を検索した。
【方法】F344ラット胎齢14日の胸腺原基を4週齢
BALB／cヌードマウスの腎被膜下に移植し、　TGヌー
ドマウスを作製した。このモデルマウスの脾細胞を用
いて、ハイブリドーマを作製し、角膜と特異的に反応
するモノクローナル抗体の作製を試みた。この抗体の
標的分子を明らかにするとともに、TGヌードマウス
の血中にも同じ分子を標的とする抗体が存在するか
を検討した。
【結果】樹立したハイブリドーマが産生するモノク
ローナル抗体は、角膜と特異的に反応した。そしてそ
の抗体は、中間系フィラメントである66kdの蛋白、α一
インターネキシンを認識し、角膜炎を発症したマウス
の血中にもα一イン心用ネキシンと反応する抗体が検
出された。さらに、大腸菌を用いてα一インターネキシ
ンのrecombinant　proteinを作製し、　TGヌードマウス
の脾細胞とin　vitroにて共培養したところ、抗原濃度
依存的な細胞増殖反応が認められた。
【考察】　ヒトにおける自己免疫性角膜炎は、Mooren
潰瘍、または慢性関節リウマチ、Wegener肉芽腫など
合併症として知られ角膜周辺部に潰瘍形成を来す
難治性疾患である。この疾患の病因、および発症機序
は未だ解明されていない。TGヌードマウスに発症す
る角膜炎の組織学的所見は、ヒトの自己免疫性角膜炎
に類似することからα一インターネキシンがヒトにお
ける自己免疫性角膜炎の標的抗原である可能性が示
唆された。
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